
1

1 ㋒ ゴン　2 ㋐ ミミ　3 ㋑ 木の み　4 ㋑ かご　5 ㋑ ミミの 家　6 ㋐ ありがとう。いっ

しょに 食べよう。　7 ㋐ 木の 下

見て あげる ところ

答えを えらんだら、お話の どこに 書いて あるか 指で さして もらうと、読み方の たし

かめに なります。

つぎの 1まい: 「お話 2（いつ・どこで）」 (k2-78)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-77

お話 1（出てくる 人）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

だれが 出て
くるかな



1

1 ㋐ 夏休み　2 ㋒ おじいさん　3 ㋐ 川　4 ㋑ つり　5 ㋐ 大きな 石の 上　6 ㋑ 夕がた　

7 ㋑ 一ぴき

見て あげる ところ

「いつ」は 朝・お昼・夕がたのように、お話の 中で うつりかわります。じかんの ことば

に 線を 引くと 分かりやすく なります。

つぎの 1まい: 「お話 3（した こと）」 (k2-79)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-78

お話 2（いつ・どこで）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

いつ？
どこで？



1

1 ㋒ そうた　2 ㋐ すな場　3 ㋑ 山と トンネル　4 ㋑ いっしょに あそぼう。　5 ㋐ スコッ

プ　6 ㋑ 水を ながした

見て あげる ところ

「　」の 中は 言った こと、それ いがいの 文が した ことです。分けて 読めると 力が つ

いて います。

つぎの 1まい: 「お話 4（気もち）」 (k2-80)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-79

お話 3（した こと）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

何を した
かな



1

1 ㋑ さかあがり　2 ㋑ がっかり　3 ㋐ できなかったから　4 ㋑ 足　5 ㋑ うれしい　6 ㋑

何ども とびはねた

見て あげる ところ

「しょんぼり」「うれしくて」のように、気もちが 分かる ことばに 線を 引いて みましょ

う。

つぎの 1まい: 「お話 5（じゅんばん）」 (k2-81)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-80

お話 4（気もち）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

どんな
気もちかな



1

1 ㋑ お母さん　2 ㋐ ほし

2

2「こなを 入れて こねた」　4「オーブンで やいた」　5「お父さんに 分けた」　3「ほしの

形に ぬいた」　1「バターと さとうを まぜた」

見て あげる ところ

「はじめに」「つぎに」「それから」の ことばを 見つけると、じゅんばんが 分かります。

つぎの 1まい: 「お話 6（まとめ）」 (k2-82)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-81

お話 5（じゅんばん）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

じゅんばんに
ならべよう



1

1 ㋐ 雨の 日の 帰り道　2 ㋒ ふるえて いた　3 ㋑ かさを さしかけた　4 ㋑ ほっと した

2

3「お母さんに 話した」　2「かさを さしかけた」　4「ミルクを のんだ」　1「子ねこを 見

つけた」

見て あげる ところ

「かわいそうに。」「ほっと しました」から、そらの 気もちの うつりかわりを 話して みま

しょう。

つぎの 1まい: 「せつめい文 1（とい）」 (k2-83)

つぎの
1まい

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ こくご ・ k2-82

お話 6（まとめ）
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

読
どっかい

さいごまで
読もう


